
 

 

 

 

 

 今週の土曜日曜に中体連の京築地区大会が行われました。すでに前週までに京都郡大会が行われてい

ましたので、郡大会を勝ち抜いたチームによるレベルが一つ上がった大会でした。3 年生にとっては最

後の大会であり、３年間の集大成の大会だったと思います。事前の壮行会の折に、部活動生のみなさん

に「平常心で戦い、８０点の試合ができることの価値」について話をしましたが、部活動生のみなさ

ん、どうだったでしょうか。それをクリアできたと感じた

人は、自分の足跡に自信を持ち、クリアできなかった人

は、この悔しさを次のステージでぜひ生かしてもらいたい

です。私は、郡大会の男子バスケット部の試合を応援して

いて、「残り２０秒で４点差で負けていた場面」の絶体絶

命の状況から４点差を追いつき、延長戦で苅田中を倒した

試合に感動しました。これこそ充実した精神力の勝利だっ

たと思いました。男子バスケット部・地区大会準優勝、バ

ドミントン男子ダブルス（梅林・吉元）優勝、女子シング

ルス（淀川）準優勝、陸上８００ｍ２位、１５００ｍ２位

（山元）で共に県大会出場です。 

昨年は、学年ごと単独での開催しかできなかった弁論大会でしたが、今年は何とか全

校で開催することができました。人前で自分の考えを論理立てて話をするのは、難しいも

のです。ましてや、サングレートみやこの

ステージで２００名近い聴衆の前でスポッ

トライトを浴びながらとなると相当な緊張

感があったことでしょう。しかし、１２名

の弁士はみんな、堂々と弁論を行っていま

した。弁論の内容も多岐にわたり素晴らし

いものでした。弁士のみなさんの伝えたか

った思いは、観衆の全校生徒と参加された

保護者の元には届いたと思います。貴重な

体験をしましたね。表彰については、接戦

でしたが、＜最優秀賞＞は、家族との時間

の価値について語っ

た２の２の藤本帆乃

花さんに、また、＜

優秀賞＞は、同じく

２の２の品川愛翔さ

んと２の１中村未来 

 

 

さんとなりました。みなさん、おめでとうございます。  



この夏休みの４２日間。時間はみんなに平等にあります。しかし、その４２

日間をどう活かすかは、君たち一人ひとりの行動次第です。「夏を制する者は受

験を制す」とは、３年生に向けた言葉ですが、特に３年生は悔いのないように

勉学に励んでもらいたいと願います。そして、自らの希望の進路を実現してほ

しいと思います。１，２年生は、過去を振り返って、長期休みの今しかできな

い勉強に頑張ってもらいたいです。 

 

新型コロナウィルス新規感染者がここへ来て一気に増加し、全国で１０万人を超えています。福岡県

でも５,０００人を超える日が続いており、感染が急拡大している様相です。また、芸能人やスポーツ

選手の感染も相次いでおり、ほとんど重症化しないとは言え、私たちの周辺からいつ感染者が出てもお

かしくない状況になっています。このような中、２学期以降の学校行事もどうなるか先が見えないとこ

ろです。文化発表会と２年生の修学旅行が無事に行えることを祈っています。 

 

 

 

以前、報道したように、本校の学生服は来年の 4月入学

生から新しくなります。LGBTQ への配慮を考えた制服となり

ます。男子・女子という区別はなくし、Ⅰ型・Ⅱ型の制服

になります。Ⅰ型・Ⅱ型の中には選択肢を複数用意してい

ますから、どれを選ぶかは、自分で判断することになりま

す。また、ブレザーの生地は最新の材質で、丈夫で伸びる

タイプになっています。もちろん、新２年生・３年生がこ

の新しい制服を購入・着用しても構いません。また、シャ

ツは同タイプの長袖・半袖となりますので、基本的に衣替えはなくなります。 

三者面談の行われた２日間、校長室の前の廊下に完成見本を展示していました。保護者のみなさん、

ご覧いただけましたか。 

  


